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リリース資料

太陽光遮熱機能材料の開発について

呉羽化学工業株式会社（社長　田中宏）は、高い可視光線透過率を維持しつつ、太陽光の熱線を効果的に遮断する、遮熱機能材料を開発しました。

[特徴]

この材料は、呉羽化学工業㈱が光学材料ルミクルＵＣＦとして製品化し、現在シリコンフォトダイオードやＣＣＤ等の視感度補正フィルターとして使用されている近赤外線カット材料の基本技術であるルミクルテクノロジーを窓用に応用展開したものであり、電子部品に要求されるレベルの高い可視光線透過率と高い近赤外線カット性能を併せ持つことを特徴としています。

＊遮熱材料として理想的な光学特性を有する材料

太陽光は光の波長が長くなるに従い、太陽光強度が減衰する傾向にあります。視界を明るく保ち、かつ、効率よく暑さによる不快感を取り除くためには、明るさ確保のために可視域（380nm～780nm）の光は十分に透過し、暑さ軽減には可視域のすぐ隣の帯域である近赤外線帯域（780～1500nm）を効率よく遮断することが必要となります。このような光学特性を有する材料こそが、明るさと涼しさを両立させる理想的な材料といえます。撮像素子用途に開発したこの材料は、まさに遮熱材料としての理想的な光学特性を有する材料といえます。

＊合わせガラス技術との組み合わせによる効果
この材料は特に合わせガラスの中間膜樹脂に利用され、高い遮熱性能を有する合わせ　ガラスの実現にむけて、複数のガラスメーカーで実用化検討が進められております。
特に、ガラスメーカーが有する技術と組み合わせることにより、多機能化・高性能化が実現できるようになりました。

[効果・用途開発]

この遮熱機能材料を導入した高性能遮熱合わせガラスは、夏場のビル、自動車、家屋等の冷房用エネルギーを低減できることから、快適さに加えて、省エネ、二酸化炭素排出量低減による地球温暖化対策、等へも貢献するガラスとして期待できます。

なお、この太陽光遮熱機能材料を使用した合わせガラスが、１１月２５日から２７日　　までインテック大阪で開催される「ホームビルダーズ“エキスポＯＳＡＫＡ２００４”」に新光硝子工業株式会社（代表　上杉貞雄　富山県砺波市大田1889-1）から出展される予定です。
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